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論 文 内 容 の 要 旨

パ ン酵母の自己消化液から調製 した Phosphoglycericacidmutase(PGAmutase)結晶標品は超遠

心的には均一であるが, 電気泳動的に多型 (5components)である｡ 各 Componentは比活度は異なる

が結晶形および酵素的性質は同一の PGAmutaseタンパ クであるから, 著者はこれ らの各 Component

の成因の研究が酵素の触媒能力とタンパ ク構造の関係を明らかにする好材料と考え, 各 Componentにつ

いてアミノ酸分析, 差スペクトル, 旋光分散, 超遠心分析などを用いて PGAmutaseタンパ クの構造を

研究 している｡ その結果著者は結晶酵素標品中最高比活度 の COmPOnentⅠが抽出時に PGA mutase-

modifyingenzymeにより最小比活度の COmpOnentV に移行することを明らかにした｡ この際 com-

ponentlIをル (分子量 :112,000)当た り, リジン (7個), アスパ ラギン (4個), グルタミン (4

個), グリシン (6個), アラニン (10個), バ リン (4個) が遊離することを確認 し, PGA mutase一mO -

difyingenzymeの反応機構は限定水解であり, 5個の Componentの電気泳動上の易動度の差は リジン

含量の差に起因することを証明している｡ また componentIと Ⅴ の全ア ミノ酸組成 も決定 している｡

Trinitrobenzensulfonate(TNBS)はアミノ基と特異的に反応するが, PGAmutase l モル当たり92

個存在するリジンのうち, とくに3個が TNBS とよ く反応す る｡ しかもこの3個が TNBS と反応す

ると PGA mutase活性は失われる｡ また PGAmutaseは尿素溶液中で 【subunitに開裂 される｡ 各

subunitの分子量はほとんど同一であるが, PGA mutase l モル当たり SH 基が 1個 しかないことよ

り, 各 subunitは異なるア ミノ酸組成を有する polypepti°ecbain と考えられる｡ 8M 尿素溶液によ

り完全に変性 した PGAmutaseタンパ クは適当な条件で尿素濃度を下げると, 完全に活性を回復するこ

とを兄いだし, さらに活性回復の条件を詳細に検討 している｡ 活性回復酵素を結晶化 し, 酵素化学的, タ

ンパ ク化学的性質を種々検討 した結果, 末変性酵素のそれと同一であることを実証 している｡ これ らの結

果は, タンパ クの高次構造はその一次構造 (アミノ酸の配列順序) によって規定 され ることを示 してい

る｡
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

酵素の触媒作用はタンパ クの構造により厳密に規定されている｡ 酵素の特異作用とタンパク構造との関

係を明らかにすることは生化学上重要な課題である｡ PG A mutaseは以下に示すようにリン酸の転位を

触媒する酵素である｡

COOH COOH COOH COOH
】 】 l l

HCOPOBH2 + HCOPO3H2≠HCOPO 3H2 + HCOH
I J I l

H2COH H2COP03H2 H2COP03H2 H2COPOaH2

(Dユ2-PG A ) (D-2,3-PG A ) (D-3-P G A )

結晶酵素標品中の 5 componentsのうち ComponentⅠが元来酵母細胞中に存在す る nativePG A

mutaseであり, これが柚出時に, 共存する PG A mutase-modifyingenzymeの攻撃をうけて順次, 比

活度の低い, 易動度の大きい componentII,ⅠⅠⅠ,ⅠⅤ に変化 し最終産物 componentV となる｡compo-

nentIと Ⅴ ほ高次構造にほとんど差のないことを旋光分散, 紫外部差スペクトルにより明らかにし, ま

た化学試薬を用いて ComponentⅠの触媒能力に必須であるアミノ酸残基を検討 し, さらに PG A mutase

の未変性状態での高次構造は主に疎水結合 (hydrophobicbond)によって維持されており, 尿素溶液中

で subunitに開裂されることを超遠心的に実証している｡

本研究は酵素の尿素変性とその可逆性に関し, きわめて興味ある業績であり, 学界において高 く評価さ

れ, 酵素化学, タンパ ク化学に寄与するところきわめて大きい｡

よって本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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